
駆
駐
蕊
十
四
馨
七
月
｝
昌
運
軽
雀
菊
夙
扱
承
羅
総
鑓
禦
廼
丑
三
麟

礪
灘
四
囲
八
庫
九
月
無
十
日
襲
行
（
毎
月
一
回
鰻
行
）

第四十五巻　　　第八朋

　　　第五百二十六號

　　昭和四十八年九月三十日畿行

年
　
刻
の
和
様
…
…
：
…
…
…
…
・
…
…
…
…
溝
水
善
三

必
然
性
と
繕
事
難
曲
條
件
文
…
…
…
…
…
藪
　
　
木
　
　
榮
　
　
夫

イ
エ
ナ
時
代
の
ヘ
ー
ゲ
ル
に
つ
い
て
の

　
一
考
察
…
：
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
山
本
道
雄

　
i
近
代
の
黙
示
録
『
絶
封
自
由
と
恐
怖
駈
i

M
・
メ
ル
ロ
“
ポ
ン
テ
ィ
の
身
確
論
…
…
布

　
－
冷
8
臼
ω
℃
触
。
讐
。
に
つ
い
て
一

二
佳
宏

　
郡
都
照

内
猷
恵

部
門 市左京四苦顧苓

；大学文学郡

謡壕薩々潔獄鱗

京都大學文學

京都哲學



京
都
哲
學
會
規
約

一、

{
會
は
廣
義
に
お
け
る
藁
塚
の
研
究
と
そ
の
普
及
を
繍
る

　
こ
と
を
密
的
と
す
る

　、

E
の
隠
匿
の
た
め
に
左
の
事
業
を
行
う

O
　
毎
月
一
回
禽
誌
「
哲
禦
研
究
」
を
嶺
行
ず
る

⇔
　
毎
年
公
開
講
演
會
を
開
く

㊨
　
随
時
研
究
會
を
開
く

一
、
本
會
の
事
業
を
遂
行
す
る
た
め
に
委
員
若
手
名
を
お
く

委
員
は
京
都
大
學
文
學
部
哲
學
科
教
窟
及
び
委
員
會
に
お
い

て
推
薦
し
た
も
の
に
委
嘱
す
る

一、

E
本
會
に
賛
助
員
若
干
名
を
お
く
　
賛
助
員
は
愈
員
の
中
か

ら
委
員
會
が
維
薦
す
る

一、

{
愈
は
會
員
組
織
と
し
愈
員
に
は
資
格
の
舗
限
を
設
け
な

い
　
學
校
・
圏
書
館
・
其
他
の
圏
膿
は
團
髄
の
名
を
以
て
入

會
す
る
こ
と
が
で
き
る

｝、

¥
員
は
曾
費
と
し
て
年
三
、
六
〇
〇
圓
（
愈
誌
十
二
冊
…
分

を
含
む
）
を
龍
納
す
る

但
し
　
二
園
又
は
三
圓
に
分
納
す
る
こ
と
も
で
き
る

一
、
會
員
は
會
誌
の
配
布
を
受
け
禽
誌
に
豫
告
す
る
諸
種
の
行

事
に
出
席
す
る
こ
と
が
で
き
る

一、

{
會
は
事
務
駈
を
京
都
大
學
文
學
部
内
に
お
く

一、

K
約
の
改
正
は
委
員
會
の
決
定
に
よ
る

京
都
哲
學
會
役
員

　　　　　　　　　　　　　　　　　委

　　　　　　　　　　　　　　　　　員

吉湯山森本武藤服野中辻武清木梶柿石池

燗淺　口吉藤澤部田　村内水曾山崎　田
健　閏美　　　 久　　　　田
二三都良一令正又公義善好雄酪義

郎孫晶男治雄i夫明夫郎一範三能一一仁蕨



会

止
口

京
都
哲
学
会
公
開
講
演
会
予
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
時
　
十
一
月
三
日
（
土
）
午
後
一
時
半

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
場
　
京
都
大
学
文
学
部
第
七
講
義
室

一、

^
と
真
如
…
…
…
…
…
…
・
・
：
：
…
京
都
大
学
教
授
福
　
永
　
光

一、

N
学
の
歴
史
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
：
：
・
・
京
都
大
学
教
授
野
田
又

※
　
右
終
了
後
楽
友
会
館
に
て
懇
談
晩
餐
会
を
開
き
ま
す
（
会
費
　
約
千
円
）
。

※
　
所
属
機
関
長
宛
出
張
許
可
依
頼
状
御
入
用
の
方
は
京
大
文
学
部
社
会
学
研
究
室
ま
で
お
申
出
下
さ
い
。

　
　
　
昭
和
四
十
八
年
九
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
　
　
都
　
　
哲
　
　
学

夫司会
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折
圃
学
研
究
　
　
第
一
血
酉
工
十
論
ハ
財
写

メ
ル
ロ
夏
至
ポ
ソ
テ
ィ
は
少
く
と
も
彼
の
翼
象
学
と
既
存
の
諸
科
学
と
を
、

ア
ル
キ
エ
流
に
言
え
ば
人
間
の
科
学
と
人
間
に
奉
仕
す
る
科
学
と
を
十
分

な
仕
方
で
調
整
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
筈
で
あ
る
。
し
か
し
当
初
に
、

は
彼
の
念
頭
を
離
れ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
こ
の
間
題
は
未
解
決
の
ま
ま

で
残
さ
れ
、
『
知
覚
の
現
象
学
』
以
後
の
メ
ル
ロ
ー
湘
ポ
ソ
テ
ィ
は
結
局

《
い
、
o
ミ
ミ
N
、
馨
、
爵
這
①
毒
や
《
腎
蔑
鴇
ミ
笥
魯
N
、
執
ミ
ミ
ミ
♪
6
①
ω
》
等

に
見
ら
れ
る
神
秘
主
義
的
な
方
向
に
向
う
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
『
知
覚
の
現
象
学
』
策
一
部
に
つ
い
て
は
、
竹
内
芳
郎
、
小
木
貞

　
　
孝
両
琉
の
邦
訳
に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
了
）

九
六

（
話
者
　
大
阪
芸
術
大
学
教
養
部
講
武
）

次号論文予皆

機
能
分
析
の
方
法
…
…
…
…
…
：
：
・
・
申
　

久
郎

　
　
ー
デ
ュ
ル
ケ
…
ム
理
論
の
問
題
t

宗
激
的
死
と
愛
⇔
…
…
…
…
…
…
・
・
右
井
誠
士

　
　
－
…
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
を
通
、
し
て
ー
ー
1

デ
カ
ル
ト
に
お
け
る
「
“
瞳
脚
ご
・
：
：
・
出
　
田
　
弘
　
明
ハ

次目口

写前

在
り
て
在
る
饗
・
…
…
…
…
…
…
・
：
：
山
　
照

　
　
i
ア
ウ
グ
テ
イ
ヌ
ス
の

　
　
　
　
　
　
国
巻
9
G
。
”
ま
解
繹
一

宗
敏
的
死
と
愛
8
▽
…
：
…
…
：
…
・
…
石
　
井

　
　
ー
ー
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
を
薄
し
て
！

晶

誠
　
土

他
我
の
存
在
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
山
　
形
　
頼
　
洋

照
顧
の
必
然
性
…
…
…
…
…
：
…
・
…
野

　
　
ー
ヒ
ュ
ー
ム
の
m
囚
果
論
一

瓶

修



　
　
　
　
會
　
　
　
告

一
、
ホ
會
は
禽
員
組
織
と
し
會
員
に
は
資
格
の
制
隈
を
設
け
ま

せ
ん
、
入
三
三
蟄
の
方
は
京
都
市
左
京
癌
吉
困
京
都
大
肇
文

學
部
内
京
都
哲
學
會
（
振
替
口
座
京
都
四
〇
三
九
番
　
京
都

哲
學
・
曾
）
宛
に
規
定
の
會
費
（
年
三
、
六
〇
〇
圓
又
は
牟
年

　
一
、
八
○
○
圓
）
を
お
佛
込
下
さ
い

又
愈
員
へ
の
會
誌
送
付
、
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
購
入
及
び
嚢
費

に
鯛
す
る
一
切
は
東
東
都
千
代
闘
鷹
一
番
町
一
七
番
地
創
文

砒
（
振
替
鷹
座
東
京
九
二
四
七
二
番
）
宛
に
願
い
ま
す

一、

ﾗ
費
切
れ
の
場
合
は
封
筒
に
「
前
金
切
」
の
印
を
捺
し
ま

す
か
ら
直
ち
に
京
都
哲
學
會
宛
御
彿
込
下
さ
い
（
　
年
分
又

は
牛
二
分
）
、
愈
費
は
原
則
と
し
て
本
誌
十
二
羅
（
又
は
六

冊
）
の
送
付
濟
を
以
て
蘭
金
切
れ
と
し
、
會
費
の
愛
璽
其
他

　
の
事
情
に
よ
る
過
不
足
は
　
年
（
又
は
牟
年
）
毎
に
清
算
し

ま
す

～、

迴
d
の
韓
居
・
入
退
愈
の
事
務
及
び
編
輯
事
務
の
～
切
は

京
都
哲
學
會
宛
に
御
通
直
下
さ
い

一、

{
誌
の
編
輯
に
關
す
る
通
儒
・
三
朝
書
・
寄
贈
雑
誌
等
は

本
革
宛
に
お
送
り
下
さ
い

京

京京都
都都

舞哲
學左

遷學
部吉

師1會

昭
和
四
十
八
年
九
月
二
十
五
臼
印
刷

昭
和
四
十
八
年
九
月
三
十
日
乱
行

編
輯
兼

畿
行
人

京
　
　
都
　
　
哲
　
　
學
　
　
會

京
　
都
　
大
　
學
　
文
　
畢
　
部
　
内

編
輯
代
表

木
　
　
曾
　
　
好
　
　
能

嚢
捌
駈

剛
　
尉
　
、
所

紳雛蛋久重
翫董墨鞍創
驚　杢東黛井
田印　i　賑
丁　雲海蕃理文

註
　
文
　
規
　
定

一、

�
�
ﾈ
外
の
購
讃
者
の
御
註
文
及
び
親
告
掲
載
に
關
す
る

件
は
「
創
文
鮭
」
へ
御
肉
込
下
さ
い

一、

{
誌
の
御
註
文
は
す
べ
て
代
金
邊
麟
共
（
一
部
、
定
儂
三

五
〇
圓
、
送
料
。
四
〇
圓
）
前
金
に
て
お
邊
り
下
さ
い
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